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3次元的なマイクロ構造を利用することで、効率的な細胞培養や分化誘導、解析に
つなげる。

実験
Experimental

スピンコータ(MIKASA MS-B150:GA-003)、マスクアライナ(SUSS MicroTec
MA6/BA6:登録外装置)を用いてSU-8 3005をパターニングし、微細な構造物を形成
し、FE-SEM(JEOL JSM-IT800SHL:GA-013)で観察を行った。
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Results and Discussion

マスクアライナを用いてSU-8 3005をパターニングし、最小幅5μm、高さ5μmの
構造物を形成し、想定通り作製されたことをショットキー電界放出形走査電子顕微
鏡を用いて確認した。作製した構造は基板から剥離させ水溶液中に回収し、細胞実
験に用いた。
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